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「ラットES細胞の樹立・遺伝子改変ラットの作製」 
Nature 460, 2009 25年間：不可能 

    ラット研究は100年の歴史 
発がん実験、薬理実験、10倍のサイズ 

ヒトの複合疾患 

マウスよりも優れたモデル 

・ラットは発がん実験を始め、実験動物として非常に長い歴史を持っております。 
・Natureにも記されているように実はヒトの複合疾患を考える上で、ラットはマウスよりも 
 優れたモデルであると言われております。 
・マウスで確立されて以来、25年間・・・。 
  ひとたび遺伝子改変技術が確立すれば基礎や臨床に向けた研究の飛躍が期待できます。 
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世界中の研究者との競争 

Austin Smith’s group, 2008 Cell Qi-Long Ying’s group, 2008 Cell 

UK USA 

Kawamata & Ochiya, PNAS, 107, 14223-8 (2010), Impact Factor: 9.771, Faculty of 1000 (Must Read) 
Kawamata & Ochiya, Methods Mol Biol, 597, 169-77 (2010) Impact Factor: 13.9 
Kawamata & Ochiya, Cell Mol Life Sci, 68, 1911-5 (2011) Impact Factor: 7.047 
Kawamata & Ochiya, InTech, p383-96 (2011) Open access book 

研究業績 
2010-2011年 

・2008年には遺伝子改変に必須のラットES細胞を競争相手に樹立されてしまい、絶望的な状
況に陥りました。しかし、彼らのES細胞は長期培養で染色体異常が起きてしまうのに対し、
我々が独自の方法で樹立したES細胞は非常に安定しており、彼らよりも1ヶ月早く遺伝子改変
ラットの作製に成功しました。 
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